
　毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
） 

         

　
　
　
　
　
　
　目

　
　次

　
　

 
 

　規

　則 

○
福
島
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                                    

三
二 

　告

　示 

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ 

　た
件
二
件                                                                  

三
二 

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ 

　た
件
二
件                                                                  

三
三 

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
件                                        

三
三 

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件
二
件              

三
三 

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
森
林
所
有
者
等
の
所 

　在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
当
該
通
知
の
内
容
を
掲
示
し
た
件
二
件                        

三
七 

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件                                                    

三
七 

　公

　告 

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件
三
件                          

三
八 

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
件
三
件                                    

三
九 

○
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
件
六
件                                          

四
〇 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

規

　
　則 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

福
島
県
規
則
第
一
号 

福
島
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
漁
業
調
整
規
則
（
令
和
二
年
福
島
県
規
則
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
四
十
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２

　前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
は
、
通
信
の
妨
害
そ
の
他
の
当
該
命
令
に
係
る
電
子
機
器

の
機
能
を
損
な
う
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

第
五
十
七
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た

者
は
」
に
、
「
懲
役
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
る
。 

第
五
十
八
条
中
「
者
」
を
「
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

１

　こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
十
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
懲

役
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２

　前
項
た
だ
し
書
に
係
る
改
正
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
水

　産

　課
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

告

　
　示 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
告
示
第
五
十
六
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
令
和
七
年
一
月
二

十
八
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
八
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、
福

島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
郡
山
市
産
業
観
光
部
産
業
雇
用

政
策
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

西
部
プ
ラ
ザ

　福
島
県
郡
山
市
西
ノ
内
二
丁
目
十
一
番
四
十
号 

二

　変
更
し
た
事
項 

１

　大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称 

（
変
更
前
）
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
郡
山
店 

（
変
更
後
）
西
部
プ
ラ
ザ 

２

　大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ

て
は
代
表
者
の
氏
名
（
小
売
業
を
行
う
者
の
代
表
者
の
変
更

　一
件
、
小
売
業
を
行
う
者
の
退
店

　十
二
件
） 

三

　届
出
年
月
日 

令
和
七
年
一
月
六
日 

四

　届
出
を
し
た
者 

株
式
会
社
西
部
開
発 

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
十
七
号 

─────────────────────────────────────────────────────────── 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
令
和
七
年
一
月
二

十
八
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
八
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、
福

島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
産
業
振
興
部
産
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

Ｐ
ａ
ｉ
ｘ

　Ｐ
ａ
ｉ
ｘ

　福
島
県
い
わ
き
市
平
六
町
目
四
番
二
ほ
か 

二

　変
更
し
た
事
項 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ

て
は
代
表
者
の
氏
名
（
小
売
業
を
行
う
者
の
代
表
者
の
変
更

　一
件
、
小
売
業
を
行
う
者
の
出
店

　

一
件
） 

三

　届
出
年
月
日 

令
和
七
年
一
月
十
七
日 

四

　届
出
を
し
た
者 

真
砂
不
動
産
株
式
会
社 

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
十
八
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
令
和
七
年
一
月
二

十
八
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
八
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、
福

島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
郡
山
市
産
業
観
光
部
産
業
雇
用

政
策
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

西
部
プ
ラ
ザ

　福
島
県
郡
山
市
西
ノ
内
二
丁
目
十
一
番
四
十
号 

二

　変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項 

駐
輪
場
の
位
置 

（
変
更
前
）
別
紙
図
面
の
と
お
り 

（
変
更
後
）
別
紙
図
面
の
と
お
り 

三

　変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日 

令
和
七
年
一
月
二
十
日 

四

　届
出
年
月
日 

令
和
七
年
一
月
六
日 

五

　届
出
を
し
た
者 

株
式
会
社
西
部
開
発 

　（
「
別
紙
図
面
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
縦
覧
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
十
九
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
令
和
七
年
一
月
二

十
八
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
八
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、
福

島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
産
業
振
興
部
産
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

Ｐ
ａ
ｉ
ｘ

　Ｐ
ａ
ｉ
ｘ

　福
島
県
い
わ
き
市
平
六
町
目
四
番
二
ほ
か 

二

　変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項 

駐
輪
場
の
収
容
台
数 

（
変
更
前
）
百
七
十
五
台 

（
変
更
後
）
六
十
五
台 

三

　変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日 

令
和
七
年
九
月
十
八
日 

四

　届
出
年
月
日 

令
和
七
年
一
月
十
七
日 

五

　届
出
を
し
た
者 

真
砂
不
動
産
株
式
会
社 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
六
十
号 

　土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
高
木
用

水
土
地
改
良
区
か
ら
令
和
六
年
九
月
十
八
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
令
和
七

年
一
月
二
十
一
日
認
可
し
た
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
村
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
六
十
一
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

一
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
砂
子
原
字
居
平
一
三
〇 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
柳
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

二
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
飯
谷
字
峠
丙
五
〇
〇
の
一
、
丙
五
〇
〇
の
二
、
字
田
ノ
上
丙
四
九
八 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
柳
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

三
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
小
椿
字
山
中
乙
四
一
一
の
三
、
乙
四
一
一
の
四
、
乙
四
一
一
の
カ
、
乙
四

一
一
の
タ
、
乙
四
一
一
の
ヨ 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
柳
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

四
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
軽
井
沢
字
岩
下
五
六
六
、
五
七
〇
の
一
、
五
七
一
か
ら
五
七
三
ま
で 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
柳
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

五
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
猪
倉
野
字
南
山
乙
七
六
七
の
一
、
乙
七
六
七
の
三
か
ら
乙
七
六
七
の
一
〇

ま
で
、
乙
七
六
七
の
一
四
か
ら
乙
七
六
七
の
二
一
ま
で
、
字
高
森
乙
七
八
八 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
柳
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

六
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
小
椿
字
山
中
乙
四
一
一
の
四
一
、
乙
四
一
一
の
ノ
、
乙
四
一
一
の
ヰ 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
柳
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

七
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
猪
倉
野
字
宇
津
野
乙
五
六
五
か
ら
乙
五
六
七
ま
で
、
乙
五
七
〇
、
乙
五
七

六
、
乙
五
七
六
の
二
、
字
中
ナ
澤
乙
六
八
九
の
ニ
、
乙
六
八
九
の
ヌ
、
乙
六
八
九
の
リ
、
乙
六
八

九
の
ル
、
乙
六
八
九
の
ロ 
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２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
柳
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

八
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
久
保
田
字
沢
道
甲
一
四
四
〇
か
ら
甲
一
四
四
六
ま
で
、
字
上
ノ
宮
甲
四
一

一
の
三
、
甲
四
二
二
、
甲
四
二
三 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
柳
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

九
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
細
八
字
一
ノ
沢
乙
三
三
六
、
乙
三
三
八
、
字
下
平
乙
三
〇
五 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
柳
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

十
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
郷
戸
字
下
蛇
澤
乙
二
七
四
か
ら
乙
二
七
八
ま
で 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
柳
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
柳
津
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
六
十
二
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

金
山
町
大
字
八
町
字
居
平
六
二
一
の
一
、
六
二
一
の
五 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
金
山
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

二
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

金
山
町
大
字
本
名
字
滝
ノ
上
三
八
八
二
の
一
か
ら
三
八
八
二
の
四
ま
で
、
三
八
九
六
の
二
、
三

八
九
七
か
ら
三
九
〇
一
ま
で
、
三
九
〇
二
の
イ 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
金
山
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
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準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

三
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

金
山
町
大
字
大
塩
字
昇
沢
三
六
の
三
、
三
六
の
五
四
か
ら
三
六
の
五
九
ま
で 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
金
山
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

四
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

金
山
町
大
字
水
沼
字
沢
東
一
一
三
二
の
二
、
一
一
五
二
の
二
、
一
一
五
三
の
一
、
一
一
五
五
、

一
一
五
六
、
一
一
五
七
の
一
、
一
一
五
八
、
一
一
五
九
の
一 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
金
山
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

五
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

金
山
町
大
字
横
田
字
戸
板
山
二
六
九
三
の
一
、
二
六
九
三
の
六
一
か
ら
二
六
九
三
の
七
一
ま
で 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

金
山
町
大
字
横
田
字
戸
板
山
二
六
九
三
の
一
・
二
六
九
三
の
六
一
か
ら
七
一
（
以
上
十
二

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
） 

⑵

　そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。 

⑶

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
金
山
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑷

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

六
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

金
山
町
大
字
西
谷
字
柴
引
沢
一
五
八
四
、
一
五
八
五
、
字
小
白
沢
一
五
五
〇
の
一
六
か
ら
一
五

五
〇
の
一
九
ま
で 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
金
山
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

七
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

金
山
町
大
字
西
谷
字
石
窪
一
〇
八
六
の
三
、
一
〇
八
九
の
一
か
ら
一
〇
八
九
の
三
ま
で
、
一
〇

九
〇
、
一
〇
九
一
、
字
二
十
苅
一
一
六
二 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
金
山
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

八
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

金
山
町
大
字
水
沼
字
赤
沢
五
七
三
の
一
、
五
七
六
、
五
八
六
の
一 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
金
山
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
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準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

九
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

金
山
町
大
字
太
郎
布
字
宮
平
一
〇
四
か
ら
一
〇
七
ま
で
、
一
〇
八
の
一
、
一
〇
八
の
二
、
一
二

九
の
一
、
一
二
九
の
二 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
金
山
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保
全
課
及
び
金
山
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
六
十
三
号 

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
南
会
津
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名 

野
中
安
吉

　室
井
平
藏

　猪
股
一
夫

　堀
金
宏
一
郎

　堀
金
満

　馬
場
善
治

　町
島
長

　野
中
嘉

男

　田
浦
英
典

　星
和
孝

　室
井
照
男

　馬
場
公
一
朗

　星
ヒ
デ

　渡
部
長
平

　湯
田
芳
一

　星
貴

司

　湯
田
伝

　村
瀬
林
造

　土
田
重
富

　湯
田
勝

　湯
田
澄
雄

　湯
田
義
久

　星
貞
雄

　湯
田
松
男

　湯
田
清

　湯
田
幸
一
郎

　湯
田
利
喜
雄

　湯
田
一
造

　星
良
一

　湯
田
善
道

　渡
部
自
子

　星
忠

親

　湯
田
歩
美

　湯
田
傳

　湯
田
一
造

　星
要
藏

　湯
田
常
善

　星
勝
泰

　湯
田
松
雄

　星
金
松

　

星
栄
作

　柏
倉
平
八

　野
中
貞
次
郎 

二

　通
知
の
内
容
の
要
旨 

　１

　保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。 

　２

　当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
六
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
二
十
六
号
）
に
よ
る

こ
と
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
六
十
四
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
郡
山
市
役
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名 

加
藤
孫
平

　加
藤
辰
義

　佐
藤
元

　神
場
岫
松

　大
森
傳
左
エ
門 

二

　通
知
の
内
容
の
要
旨 

１

　保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。 

２

　当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
六
年
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
八
十
三
号
）
に
よ

る
こ
と
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
六
十
五
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
相
双
建
設
事
務
所
で
令
和
七
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

 
 

変 

更 

前 

敷
地
の
幅
員

　

 

延

　
　
　
　長 

路 

線 

名

区

　
　
　
　間

変 

更 

後 
 

 

の

　
　別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

県
道
井
手

双
葉
郡
双
葉
町
大
字
寺
沢

変
更
前

　
Ａ

　
　八
・
八
～ 

　二
二
四
二
・
八

長
塚
線

　
字
唐
沢
二
〇
二
番
一
一
地

　
　
　三
四
・
三

先
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

同

　郡
同

　町
大
字
上
羽

変
更
後

　

 

Ａ

　
　八
・
八
～ 

　二
二
四
二
・
八

鳥
字
大
道
五
三
五
番
地
先

 

　
　
　三
四
・
三 

　
　
　
　
　
　
　

ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ

　一
一
・
一
～ 

　二
〇
九
六
・
一 

　
　一
〇
三
・
六
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（
道
路
計
画
課
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

公

　
　告 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

公
告
第
十
四
号 

　土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
、
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

土
地
改
良
区
の
名
称 

　会
津
若
松
市
湊
土
地
改
良
区 

退
任
し
た
役
員 

役
別

　氏
名

　
　
　
　
　住
所 

理
事

　中
島

　武
三

　
　会
津
若
松
市
湊
町
大
字
平
潟
字
経
沢
七
九
番
地 

同

　
　市
原

　光
雄

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
静
潟
字
鵜
ノ
浦
七
二
番
地 

同

　
　佐
藤

　公

　
　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
原
字
新
橋
一
四
五
番
地 

同

　
　日
下
部

　勝
文

　同

　
　
　市
湊
町
大
字
原
字
家
ノ
西
一
六
〇
番
地
の
一 

同

　
　齋
藤

　正
衛

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
赤
井
字
赤
井
七
九
番
地 

同

　
　佐
々
木

　正

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
赤
井
字
笹
山
原
一
二
七
番
地 

同

　
　阿
部

　孝
二

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
共
和
字
西
田
面
二
七
四
番
地 

同

　
　大
越

　博

　
　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
静
潟
字
打
越
一
六
〇
番
地 

同

　
　林

　邦
彦

　
　
　同

　
　
　市
河
東
町
八
田
字
下
ノ
家
四
四
六
番
地
二 

同

　
　齋
藤

　一
明

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
共
和
字
下
馬
渡
八
八
番
地 

同

　
　瀧
田

　信
登

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
平
潟
字
東
田
面
五
五
番
地 

監
事

　齋
藤

　眞
須
美

　同

　
　
　市
湊
町
大
字
共
和
字
上
馬
渡
四
二
八
番
地 

同

　
　相
原

　孝
志

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
平
潟
字
堰
場
三
二
番
地 

同

　
　吉
崎

　浩
一

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
赤
井
字
屋
敷
一
番
地 

就
任
し
た
役
員 

役
別

　氏
名

　
　
　
　
　住
所 

理
事

　佐
藤

　公

　
　
　会
津
若
松
市
湊
町
大
字
原
字
新
橋
一
四
五
番
地 

同

　
　齋
藤

　正
衛

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
赤
井
字
赤
井
七
九
番
地 

同

　
　阿
部

　孝
二

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
共
和
字
西
田
面
二
七
四
番
地 

同

　
　瀧
田

　信
登

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
平
潟
字
東
田
面
五
五
番
地 

同

　
　阿
部

　義
満

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
赤
井
字
下
ノ
窪
九
四
番
地 

同

　
　林

　邦
彦

　
　
　同

　
　
　市
河
東
町
八
田
字
下
ノ
家
四
四
六
番
地
二 

同

　
　齋
藤

　郁
男

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
共
和
字
上
馬
渡
一
七
八
番
地 

同

　
　竹
村

　利
勝

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
原
字
小
山
前
一
六
七
番
地 

同

　
　齋
藤

　哲
雄

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
平
潟
字
堰
場
五
八
番
地 

同

　
　渡
部

　喜
春

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
静
潟
字
前
田
一
二
〇
番
地 

同

　
　五
十
嵐

　範
雄

　同

　
　
　市
湊
町
大
字
静
潟
字
鵜
ノ
浦
三
六
番
地 

監
事

　佐
藤

　美
則

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
赤
井
字
赤
井
三
八
番
地 

同

　
　渡
部

　滋
樹

　
　同

　
　
　市
飯
盛
三
丁
目
五
番
一
五
号 

同

　
　渡
部

　孝
一

　
　同

　
　
　市
湊
町
大
字
静
潟
字
打
越
一
三
二
番
地 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
村
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

公
告
第
十
五
号 

　土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
、
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

土
地
改
良
区
の
名
称 

　社
川
沿
岸
土
地
改
良
区 

退
任
し
た
役
員 

役
別

　氏
名

　
　
　
　
　住
所 

理
事

　鈴
木

　和
夫

　
　白
河
市
大
工
町
三
八
番
地
三 

同

　
　小
林

　兵
吉

　
　同

　市
関
辺
油
●
保
五
番
地 

同

　
　齋
□

　一
郎

　
　同

　市
関
辺
川
前
七
番
地 

同

　
　藤
井

　徹

　
　
　同

　市
表
郷
番
沢
字
里
見
七
五
番
地 

同

　
　藤
田

　裕
次

　
　同

　市
表
郷
金
山
字
菅
辻
五
一
番
地 

同

　
　増
子

　公
一

　
　同

　市
表
郷
高
木
字
上
宿
六
五
番
地 

同

　
　渡
辺

　光
一

　
　同

　市
表
郷
三
森
字
月
桜
三
〇
番
地 

同

　
　緑
川

　一
男

　
　同

　市
表
郷
下
羽
原
字
五
輪
割
一
番
地 

同

　
　緑
川

　守

　
　
　同

　市
表
郷
八
幡
字
上
後
●
保
七
六
番
地 

同

　
　山
寺

　隆
玄

　
　同

　市
表
郷
堀
之
内
字
舟
戸
一
二
番
地 

同

　
　湯
座

　一
平

　
　東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
棚
倉
字
鉄
●
町
一
三
番
地
一 

同

　
　藤
田

　幸
一

　
　同

　
　郡
同

　町
大
字
檜
木
字
松
沢
五
二
番
地 

同

　
　丸
山

　義
行

　
　同

　
　郡
同

　町
大
字
棚
倉
字
宮
下
八
五
番
地
二 

同

　
　塩
田

　吉
雄

　
　同

　
　郡
同

　町
大
字
逆
川
字
向
原
一
三
番
地
五 

同

　
　金
澤

　良
一

　
　同

　
　郡
同

　町
大
字
天
王
内
字
屋
敷
一
三
番
地 

同

　
　松
本

　直
義

　
　同

　
　郡
同

　町
大
字
玉
野
字
仲
島
一
〇
二
番
地 

同

　
　小
林

　嘉
郎

　
　同

　
　郡
同

　町
大
字
一
色
字
ニ
シ
キ
牧
一
四
番
地 

同

　
　江
田

　文
男

　
　石
川
郡
浅
川
町
大
字
東
大
畑
字
大
名
大
塚
一
三
五
番
地 

同

　
　小
針

　賢
一

　
　同

　郡
同

　町
大
字
簑
輪
字
蟹
沢
四
五
番
地 

同

　
　近
藤

　松
一

　
　同

　郡
同

　町
大
字
太
田
輪
字
二
渡
二
三
番
地 

監
事

　鈴
木

　喜
好

　
　白
河
市
双
石
日
向
二
二
番
地 

同

　
　鈴
木

　傳
一
郎

　同

　市
表
郷
金
山
字
竹
ノ
内
一
〇
七
番
地 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

同

　
　大
河
内

　好
美

　東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
福
井
字
宇
井
前
二
二
番
地 

同

　
　酒
井

　朗

　
　
　石
川
郡
浅
川
町
大
字
滝
輪
字
森
下
二
七
番
地 

就
任
し
た
役
員 

役
別

　氏
名

　
　
　
　
　住
所 

理
事

　鈴
木

　和
夫

　
　白
河
市
大
工
町
三
八
番
地
三 

同

　
　小
山
田

　●

　
　同

　市
関
辺
前
林
一
二
番
地 

同

　
　金
澤

　明
徳

　
　同

　市
関
辺
上
ノ
代
一
〇
六
番
地
一
九
一 

同

　
　穗
積

　進

　
　
　同

　市
表
郷
番
沢
字
里
見
六
二
番
地
一 

同

　
　近
藤

　幸
子

　
　同

　市
表
郷
金
山
字
瀬
戸
原
一
二
五
番
地
二 

同

　
　角
田

　富
士
夫

　同

　市
表
郷
梁
森
字
返
リ
町
一
二
番
地 

同

　
　渡
辺

　光
一

　
　同

　市
表
郷
三
森
字
月
桜
三
〇
番
地 

同

　
　緑
川

　一
男

　
　同

　市
表
郷
下
羽
原
字
五
輪
割
一
番
地 

同

　
　鈴
木

　正

　
　
　同

　市
表
郷
八
幡
字
上
谷
地
中
四
五
番
地
三 

同

　
　近
藤

　文
雄

　
　同

　市
表
郷
河
東
田
字
天
王
下
一
六
四
番
地 

同

　
　宮
川

　政
夫

　
　東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
富
岡
字
寺
ノ
前
四
三
七
番
地
一 

同

　
　藤
田

　幸
一

　
　同

　
　郡
同

　町
大
字
檜
木
字
松
沢
五
二
番
地 

同

　
　金
澤

　一
成

　
　同

　
　郡
同

　町
大
字
棚
倉
字
中
居
野
八
七
番
地
五 

同

　
　薄
葉

　友
二

　
　同

　
　郡
同

　町
大
字
堤
字
羽
黒
西
六
番
地 

同

　
　秦

　博
栄

　
　
　同

　
　郡
同

　町
大
字
逆
川
字
下
原
九
番
地 

同

　
　片
野

　吉
康

　
　同

　
　郡
同

　町
大
字
福
井
字
宇
井
前
一
六
番
地 

同

　
　松
本

　浩
一

　
　同

　
　郡
同

　町
大
字
玉
野
字
仲
島
九
七
番
地
一 

同

　
　江
田

　文
男

　
　石
川
郡
浅
川
町
大
字
東
大
畑
字
大
名
大
塚
一
三
五
番
地 

同

　
　小
針

　弘
之

　
　同

　郡
同

　町
大
字
簑
輪
字
蟹
沢
四
八
番
地
の
一 

同

　
　近
藤

　松
一

　
　同

　郡
同

　町
大
字
太
田
輪
字
二
渡
二
三
番
地 

監
事

　鈴
木

　喜
好

　
　白
河
市
双
石
日
向
二
二
番
地 

同

　
　鈴
木

　傳
一
郎

　同

　市
表
郷
金
山
字
竹
ノ
内
一
〇
七
番
地 

同

　
　近
藤

　弘
光

　
　東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
一
色
字
太
夫
内
一
三
番
地 

同

　
　須
藤

　謙
一

　
　石
川
郡
浅
川
町
大
字
浅
川
字
背
戸
谷
地
一
六
四
番
地
の
一
九 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
村
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

公
告
第
十
六
号 

　土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
、
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

土
地
改
良
区
の
名
称 

　東
和
町
土
地
改
良
区 

退
任
し
た
役
員 

役
別

　氏
名

　
　
　
　住
所 

理
事

　佐
●

　源
市

　二
本
松
市
針
道
字
富
沢
六
〇
番
地 

同

　
　太
田

　実

　
　同

　
　市
太
田
字
下
太
北
六
三
番
地 

同

　
　佐
藤

　恭
一

　同

　
　市
木
幡
字
上
山
田
二
五
番
地 

同

　
　鴫
原

　昌
光

　同

　
　市
木
幡
字
杉
田
二
〇
三
番
地 

同

　
　大
内

　正
勝

　同

　
　市
戸
沢
字
大
六
天
九
番
地 

同

　
　安
藤

　博

　
　同

　
　市
太
田
字
大
ヶ
作
一
一
七
番
地 

同

　
　髙
橋

　孝

　
　同

　
　市
針
道
字
仲
ノ
内
八
四
番
地 

同

　
　三
浦

　儀
則

　同

　
　市
針
道
字
五
反
田
二
四
番
地 

監
事

　武
藤

　清
志

　同

　
　市
木
幡
字
鶴
巻
一
四
番
地 

同

　
　菅
野

　哲
雄

　同

　
　市
太
田
字
白
髭
三
六
番
地 

同

　
　●
野

　義
夫

　同

　
　市
戸
沢
字
東
福
田
内
九
五
番
地 

就
任
し
た
役
員 

役
別

　氏
名

　
　
　
　住
所 

理
事

　佐
●

　源
市

　二
本
松
市
針
道
字
富
沢
六
〇
番
地 

同

　
　菅
野

　修
司

　同

　
　市
太
田
字
杉
ノ
内
四
番
地 

同

　
　髙
橋

　孝

　
　同

　
　市
針
道
字
仲
ノ
内
八
四
番
地 

同

　
　梅
原

　秀
男

　同

　
　市
太
田
字
向
ノ
前
一
三
番
地 

同

　
　鴫
原

　昌
光

　同

　
　市
木
幡
字
杉
田
二
〇
三
番
地 

同

　
　佐
藤

　恭
一

　同

　
　市
木
幡
字
上
山
田
二
五
番
地 

同

　
　遠
藤

　春
江

　同

　
　市
針
道
字
北
作
六
七
番
地 

同

　
　大
内

　正
勝

　同

　
　市
戸
沢
字
大
六
天
九
番
地 

監
事

　武
藤

　浪
治

　同

　
　市
戸
沢
字
梅
ノ
木
田
四
五
番
地
五 

同

　
　武
藤

　清
志

　同

　
　市
木
幡
字
鶴
巻
一
四
番
地 

同

　
　菅
野

　哲
雄

　同

　
　市
太
田
字
白
髭
三
六
番
地 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
村
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

公
告
第
十
七
号 

　土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

山
ノ
入
３
期
地
区
に
係
る
県
営
水
利
施
設
長
寿
命
化
対
策
事
業
の
工
事
は
令
和
六
年
三
月
二
十
八
日
完

了
し
た
の
で
公
告
す
る
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
村
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

公
告
第
十
八
号 

　土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

山
ノ
入
２
期
地
区
に
係
る
県
営
水
利
施
設
長
寿
命
化
対
策
事
業
の
工
事
は
令
和
五
年
十
月
十
八
日
完
了

し
た
の
で
公
告
す
る
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
村
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

公
告
第
十
九
号 

　土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

岳
２
期
地
区
に
係
る
県
単
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
工
事
は
令
和
六
年
三
月
十

五
日
完
了
し
た
の
で
公
告
す
る
。 

　
　令
和
七
年
一
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
村
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

                           

                                       

公 告 第 ２ ０ 号  
  Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ
ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体
の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 。 以 下 「 特
例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12 条 及 び 福 島 県 流 域 下 水 道 事 業 の 会 計 に 関 す る 規 則 （ 令 和 ２ 年 福
島 県 規 則 第 37 号 ） 第 225 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  
    令 和 ７ 年 １ 月 28 日  
                            福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長   塩   田   紀   久  
１   随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量  

脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ）   7 , 3 0 0 ｔ  
２   契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地  

福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所   福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地  
３   随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日  

令 和 ６ 年 11 月 19 日  
４   随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所  

株 式 会 社 あ い づ ダ ス ト セ ン タ ー   福 島 県 会 津 若 松 市 神 指 町 大 字 南 四 合 字 才 ノ 神 461番
地  

５   随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額  
2 0 , 3 5 0 円 （ １ ｔ 当 た り ）  

６   契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続  
随 意 契 約  

７   随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由  
特 例 政 令 第 11 条 第 １ 項 第 １ 号 該 当  

                                                                （ 総   務   課 ）  
                       
公 告 第 ２ １ 号  
  Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ
ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体
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の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 。 以 下 「 特
例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12 条 及 び 福 島 県 流 域 下 水 道 事 業 の 会 計 に 関 す る 規 則 （ 令 和 ２ 年 福
島 県 規 則 第 37 号 ） 第 225 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  

令 和 ７ 年 １ 月 28 日  
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長   塩   田   紀   久  

１   随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量  
脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ）   1 0 , 9 5 0 ｔ  

２   契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地  
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所   福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地  

３   随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日  
令 和 ６ 年 11 月 19 日  

４   随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所  
日 本 環 境 株 式 会 社   東 京 都 港 区 芝 三 丁 目 15 番 15 号 櫻 井 ビ ル ８ 階  

５   随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額  
1 6 , 5 0 0 円 （ １ ｔ 当 た り ）  

６   契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続  
随 意 契 約  

７   随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由  
特 例 政 令 第 11 条 第 １ 項 第 １ 号 該 当  

（ 総   務   課 ）  
                       
公 告 第 ２ ２ 号  
  Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ
ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体
の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 。 以 下 「 特
例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12 条 及 び 福 島 県 流 域 下 水 道 事 業 の 会 計 に 関 す る 規 則 （ 令 和 ２ 年 福
島 県 規 則 第 37 号 ） 第 225 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  

令 和 ７ 年 １ 月 28 日  
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長   塩   田   紀   久  

１   随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量  
脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ）   3 , 6 5 0 ｔ  

２   契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地  
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所   福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地  

３   随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日  
令 和 ６ 年 11 月 19 日  

４   随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所  
マ ル ヤ ス 産 業 株 式 会 社   福 島 県 岩 瀬 郡 天 栄 村 大 字 牧 之 内 字 大 久 保 １ 番 地  

５   随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額  
1 7 , 6 0 0 円 （ １ ｔ 当 た り ）  

６   契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続  
随 意 契 約  

７   随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由  
特 例 政 令 第 11 条 第 １ 項 第 １ 号 該 当  

（ 総   務   課 ）  
                       
公 告 第 ２ ３ 号  
  Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 業 務 （ 県 中 浄
化 セ ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共
団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 。 以 下
「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12 条 及 び 福 島 県 流 域 下 水 道 事 業 の 会 計 に 関 す る 規 則 （ 令 和 ２
年 福 島 県 規 則 第 37 号 ） 第 225 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  

令 和 ７ 年 １ 月 28 日  
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長   塩   田   紀   久  

１   随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量  
脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ）   6 , 5 0 0 ｔ  

２   契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地  
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所   福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地  

３   随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日  

─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

第547号令和 7年1月28日　火曜日 福 島 県 報 41



─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

令 和 ６ 年 11 月 19 日  
４   随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所  

株 式 会 社 リ サ イ ク ル 事 業 団   埼 玉 県 吉 川 市 大 字 加 藤 629 番 地 １  
５   随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額  

1 1 , 5 5 0 円 （ １ ｔ 当 た り ）  
６   契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続  

随 意 契 約  
７   随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由  

特 例 政 令 第 11 条 第 １ 項 第 １ 号 該 当  
（ 総   務   課 ）  

                       
公 告 第 ２ ４ 号  
  Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ
ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体
の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 。 以 下 「 特
例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12 条 及 び 福 島 県 流 域 下 水 道 事 業 の 会 計 に 関 す る 規 則 （ 令 和 ２ 年 福
島 県 規 則 第 37 号 ） 第 225 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  

令 和 ７ 年 １ 月 28 日  
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長   塩   田   紀   久  

１   随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量  
脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ）   6 , 5 0 0 ｔ  

２   契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地  
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所   福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地  

３   随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日  
令 和 ６ 年 11 月 19 日  

４   随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所  
住 友 大 阪 セ メ ン ト 株 式 会 社   東 京 都 港 区 東 新 橋 一 丁 目 ９ 番 ２ 号  

５   随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額  
1 4 , 3 0 0 円 （ １ ｔ 当 た り ）  

６   契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続  
随 意 契 約  

７   随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由  
特 例 政 令 第 11 条 第 １ 項 第 １ 号 該 当  

（ 総   務   課 ）  
                       
公 告 第 ２ ５ 号  
  Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ
ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体
の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 。 以 下 「 特
例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12 条 及 び 福 島 県 流 域 下 水 道 事 業 の 会 計 に 関 す る 規 則 （ 令 和 ２ 年 福
島 県 規 則 第 37 号 ） 第 225 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  

令 和 ７ 年 １ 月 28 日  
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長   塩   田   紀   久  

１   随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量  
脱 水 汚 泥 処 分 業 務 （ 県 中 浄 化 セ ン タ ー ）   1 , 5 0 0 ｔ  

２   契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地  
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所   福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地  

３   随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日  
令 和 ６ 年 11 月 19 日  

４   随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所  
オ リ ッ ク ス 資 源 循 環 株 式 会 社   埼 玉 県 大 里 郡 寄 居 町 大 字 三 ケ 山 313 番 地  

５   随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額  
4 3 , 4 5 0 円 （ １ ｔ 当 た り ）  

６   契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続  
随 意 契 約  

７   随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由  
特 例 政 令 第 11 条 第 １ 項 第 １ 号 該 当  

（ 総   務   課 ）  

再生紙を使用しています。 【定価　１箇月 3,560円】 発行者　福　　　　島　　　　県
印刷所　株式会社　第　一　印　刷
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